
工業用水特集

豊かな水を求めて

みめうるわしい女人の園にうまし酒はつきものである

がその仲をとりもつものはこれはまたうるわしく

あまい水というのが古来のしきたりであった.そし

てその仲をとりもつ水は深い関心をもたれずに黙々と

奉仕させられていたのである､水が資源だという感覚

からはほど遠い状態で…･.

ところが水の需要が急激に増加してくると自らそこ

に必要赦需給の均こうがそこなわれてしまう.そこ

で私たちは改めて水の価値を知りその存在をたしかめ

合う.そして最初は低い経済性からであるが次第に

これをたかめながらいかにして効率よく水をえるかと

いうことをにわか仕込みで研究しだす.いまやこう

した私たちの研究はいろいろとはじめられているので

あるがそのほんとうの結実をみるまでにはなお幾多

の迂余曲折カミ必要であろう.とまれ水は斯くにして

資源の座にすわり込んだかに思われる.

☆曲☆

幸か不幸かわが国では国内至るところで水にめぐまれ

ていた.四周に海をめぐらしそこから吹きよせる温

風は四つの島をこしらえている数多くの火山山岳に

打当って年平均1,600㎜という多雨な気象条件をおり

なしている.したがって国内多くの場所でわき本

ありせせらぎあり井戸は浅くして飲むに十分た量の

水を貯えている.水田農業が自然発生的に湧水する

水流れでる水をとり込んで我田引水の歴史を書きは

じめるに何のちゆうちょもいらなかったであろう.

しかしそのために先住の民は水の経済性や水を計画

的にえることを知らずに過ごしてきてしまったし利水

の面で水田灌概がとびはなれて優先するという現状を

招いたというわけでもあろう.

☆☆☆
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こうして慣行水利権が折角の水の利用を制約すると

いう結果を生むに至ったのであるがはじめのうちは直

接水利権の対象にならたい地下水やそのほかの水源に

なお水道や新興産業である工業などの用水のえられる余

ゆうが残されていた.

しかし工業の発展はめざましくたくましく驚異

的であってしかも都会地や海岸埋立地などに密集して

発達したため永田にとられて残リ少匁くなった河川の

水はすでに取りにくくあまつさえ海側からは塩水のそ

上が激しくとリわけ夏の渇水期には水に泣かされると

いうわけである.

限られた広さの土地から限られた水量しかえられない

地下水も集中利用のためv･きおいむりやりにしぼり

とられるはめにおちいらざるをえたくなってしまう.

井戸のらん掘干渉競合異常な水位低下そして地

盤沈下と塩水混入.しかもそれにもまして用水型工

場に都合のわるいことは揚水量の減少/

かくて水利用の面で最悪の事態がやってきた.

☆☆☆

1956年工業用水法の国会通過により井戸の新設分の

規制によって地下水の合理的利用をはかるいとぐちが

講じられる一方代替ξして公営の工業用水道が工場

給水の一端を荷なうこととなった.次いで工業用水

道事業法の成立によって工業用水道建設事業は法律的

バックのもとに軌道にのリ地盤沈下地帯用水不足地

帯の救急薬として大幅な業績をあげるのみ放らず全国

数百の市町に企業誘致の前提としての工業用水道ブｰム

をこしらえるに至ったのである.

☆☆☆

もともと企業誘致のブｰムはここ4,5年来全国を

風びし多くの農地が工業用地に転換されるとともに太

平洋:岸の都府県は海面埋立におおわらわとなっている.

ある都市では土地水の準備ばんたんを整えているの

にめざす工場はこないが別の都市では呼びもしないの

に40～50の企業がのりこんでくるし千葉県のように水

の手当と無関係に多数の大規模用水型工場が入ってくる

などさまざまの企業誘致絵模様をくりひろげている.

しかし企業も工場用地の選定にあたってはこのとこ

ろひどく水に熱心でありとくに用水型工業の場合には

他の立地因子だとえば港湾･電力･道路｡労務だと
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の諸条件に優先して用水適地に指向される傾向が強く

たってきた.工場立地調査法などの施行を通じて国の

立地政策が工場の立地の適正化を呼びかけ一方多く

の水資源地域調査の成果の蓄積が利用されることがそ

れに拍車をかけることになったのであるが企業の水を

求める欲求は次第に熱を帯び真剣なものになってきた

のである.

しかし地価の投機的昂騰はあれよあれよという間に坪

500円の土地を2,000円とし5,000円にあげ水の条件

に優先する力を示したがためにしばしぱ企業は折角の

判断を最後の土地の入手という点で譲歩してしまい近

くにまできていたがら水のでにくい地価の安い一角に

用地を選定するという例が少なくない.

☆☆☆

いくつかの大きな化学繊維工場は低温･清澄祖地下水

を求めて絶好の用水適地を捜しだし化学工場は将来の

用水増加に対処して工場構外の取水適地に水源を求め

るように狂った.水の調査結果が年ごとに重視される

に至り同時に地方自治体のお座なりの企業誘致資料で

は満足しないという段階になってきている.

こうして多くの企業はその将来の増設｡拡大に対する

投資のために自らの手で資料をあつめ試験し用水

適地に向かっての進出を試みている.幸い工業用水道

楽業も1年1年事業費の増加をみておりめざましい

伸びを示している.そしていまや工業都市の必要にし

て十分な条件の1つに数えられるに至った.多くの都

市がそれを計画しめじろおしにその事業の起債認可

をまっているのである.

☆☆☆

いまや工業の異常な発展のうずのさだ中にあって企

業界は豊か紅水を求めて東奔西走用水適地の物色に余

念が救いそして少しでも進歩的な経営者は将来の水の

心配のたいところに工場をと熱心に心を動かしはじめ

ている.

たとえ全たく内部からの自主的な関心から動きだした･

のでないにせよ水の資源的価値はどうやら工業用水に

よってはじめて確立される気配さえみられる.この時

に当たってこの方面の第2の発展段階へのいとぐちと

してこの工業用水特集号が適切に評価されるならば

編者一同望外のよろこびである.

河畔の工場立地
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